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環境経営 レポート
　　（2022年 4月～2023年 3月）

　　　2023年　4月　6日

 0001515 有限会社コイケ精工



Ⅰ．計画の策定（Plan)
　1．組織の概要

① 事業所名 有限会社　コイケ精工

② 代表者名 代表取締役社長　小池　茂治

③ 設  立 １９８６年（昭和61年）　５月 １日

④ 所在地 〒399-4601　長野県上伊那郡箕輪町中箕輪11372-1

TEL．0265-79-8566㈹　FAX．0265-79-0771

⑤ 環境管理 社長兼務

 責任者 TEL．0265-79-8566㈹　FAX．0265-79-0771

E-mail ： main@koikeseiko.co.jp

⑥ 事業内容 プリント基板エッチング以降のフォトレジスト（写真法）工程

・スプレー工法（板厚0.06ｍｍより対応）

・スクリーン工法（穴埋め仕様対応）

②シルク印刷（シルク穴埋め・シルクダム対応）

⑦ 事業規模 従業員数　　１４名

事業所延べ面積　　１，４５０ｍ2

主要設備 ・エアレススプレー塗布機（自社開発）　　２台

・全自動たて型静電塗布機（3ガン式）　１ﾗｲﾝ

・半自動印刷機　　　　　　 　 　　　　　　６台

・研磨機　　　　　　　　　　　  　　 　　　　　２台

・ジェットスクラブ　　　　　　　　　 　　　　  １ﾗｲﾝ

・現像機（４Ｍチャンバー）　　　　 　　　　　１台

・露光機（オーク680GW）　　　　 　　　　　　２台

・自動露光機　　　　　　　 　　　　　　　　　３ﾗｲﾝ

・フイルムオーバーコート機　　　　  　　１台

・フイルム検査機　　　　　 　 　 　　　 　　　 1台

・測長機　　　　　　 　　 　　 　　　　　　　　1台

・セミキュア乾燥機　　　　　　　 　 　　　　　５台

・ポストキュア乾燥機　　 　　  　　　  　　　５台

･クリーンルーム(ｴｱｰｼｬﾜｰ付） 　　 　  　３室

・排水設備　　　　　　　　　 　　　　　　　　1式

２.対象範囲

① 認証・登録範囲 ・全組織・全活動・全従業員

② 環境経営レポートの ・対象期間　：　2022年4月～2023年3月

対象期間及び発行日 ・発 行 日  ：　2023年　4月　6日
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①液状レジスト



３．環境経営方針

　環境経営方針

　有限会社コイケ精工は、プリント配線基板の製造事業のあらゆる面で

地球環境の改善及び保全活動が、人類共通の重大な責務であることを認識し

環境に配慮した事業活動を展開し、社会から信頼される企業活動を行います。

1.　事業活動及び当社の製品が与える環境負荷と、保全活動の成果を適確に

　　把握し、事業活動にふさわしい環境活動を実施します。

① 消費エネルギーと資源の削減　＝　二酸化炭素排出量の削減

② 投入資源の削減（水使用量の削減を含む）

③ 廃棄物の減量と再利用に心がけ、分別管理の徹底

④ 使用化学薬品の安全管理と使用禁止物質の管理の徹底

２．環境目標を設定し、適切性維持のため毎年見直しを行い、環境経営

　　システムを継続的に改善すると共に、積極的に環境への取組みを行い

　　環境負荷の削減に努めます。

３．環境に関する法令や条例、その他の規制要求事項を遵守します。

４．全従業員が環境方針を理解し、自らの役割を十分に認識し、本方針に

　　沿った活動が行われるよう環境教育を進めます。

５．地域に貢献する企業として、地域の環境保全活動に積極的に参加する。

　　２０１７年１０月５日制定

　　有限会社コイケ精工

　　代表取締役 小池　茂治
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４-１. 環境目標　(第6次中期目標）

　・/KB：ﾌﾟﾘﾝﾄ基板の原単位１千ﾎﾞｰﾄﾞ当り

具体的目標

総量 ／ｋB 総量 ／ｋB 総量 ／ｋB 総量 ／ｋB

424,482 2,357 351,163 2,710 355,022 2,769

10% -20% -9% -8% -8% -6%

709,614 3,940 587,045 4,531 593,496 4,630

10% -20% -9% -8% -8% -6%

33,475 186 27,693 213 27,997 218

10% -20% -9% -8% -8% -6%

73 0.4 60 0.5 61 0.5

10% -20% -9% -8% -8% -6%

14,650 82 12,119 94 12,253 96

10% -20% -9% -8% -8% -6%

1,185 6.6 980 7.5 991 7.7

10% -20% -9% -8% -8% -6%

5,265 30 4,355 34 4,403 35

10% -20% -9% -8% -8% -6%

2,420 13.6 2,002 15.6 2,024 16.0

10% -10% -9% -8% -8% -6%
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・CO2排出係数：中部電力株式会社

2019年　0.426ｋｇ-CO2/ｋWｈ適用

〔改定履歴〕
*’21/10/28：上期生産実績を加味して全目標値
見直し改定
★★’22.10.20：前年度実績を加味して修正

環境目標項目 責任者

第5次実績平均値
（2018～2020）

*　2021年度 ★★　2022年度 　*　2023年度

2022/4～2023/3

4,925

2023/4～2024/32021/4～2022/3

温室効果ガス
（ｋｇ-ＣＯ2）

・ＣＯ2排出量の99％を占める電力、

灯油の削減に注力する。
環境管理
責任者

385,893 2,946

電　力 ｋWh
・工程内品質向上による電力削減　　　　　　　・
夏場のエアコン温度24～25℃設定
･場内照明のＬＥＤ化

製造部門
責任者

645,104

灯　油 ℓ
・冬場の室内温度設定を上げ過ぎないように
努める（22℃⇒17.5℃）

製造部門
責任者

66ガソリン ℓ

102

30,432 232

・日常の計画的運用でムダを省く
（燃費を考えて運行する）
・アイドリングストップに心掛ける

製造部門
責任者

0.5

水使用量 ｍ3

・節水型の水栓用具を使用し、ムダに
使わない
・地下水の再利用の推進
（排水処理水を作業使用水に再利用）

製造部門
責任者

13,318

17

1,077 8.2

産業
廃棄物

ｋｇ
・分別を徹底し、資源化できる物できない物を
区分して廃棄処理する
・産廃業者に汚泥（ｽﾗｯｼﾞ）の再利用の推進

環境管理
責任者

4,786 37

一般
廃棄物

ｋｇ
・ゴミの発生を極力抑える
（コピーは両面を再利用する）
・ゴミの分別を徹底し再資源化に努める

製造部門
責任者

特別管理
産業廃棄物

ｋｇ
・産廃処理業者へ廃ｼﾝﾅｰの再利用を推進
・代替ｼﾝﾅｰの採用可否の検討・推進

環境管理
責任者

2,200



環境経営目標 (2022年度）

     Ⅰ． 環境負荷物質管理目標 （注：ｋBは、原単位1千ボード当たり）

◆ 第5次（2018～2020）実績平均値に対して

1. 二酸化炭素排出量   - 9％以下   351163ｋｇ-CO2／年

（総エネルギー投入量の-9％以下） 　2,710ｋｇ-CO2／ｋB（-8％）

① 電力使用量    - 9％以下 　587045ｋWh／年

　4,531ｋｇ-CO2／ｋB（-8％）

② 灯油使用量　   - 9％以下 　27693ℓ／年

　213ｋｇ-CO2／ｋB（-8％）

③ ガソリン使用量　 - 9％以下 　60ℓ／年

　0.5ｋｇ-CO2／ｋB（-8％）

2. 水使用量(上水道＋地下水） 　12119ｍ3／年

　　　　　　　　 　 - 9％以下 　94ｋｇ-CO2／ｋB（-8％）

3. 廃棄物排出量     

① 一般廃棄物　　 - 9％以下 　980㎏／年

　7.5ｋｇ-CO2／ｋB（-8％）

② 産業廃棄物　　 - 9％以下 　4355㎏／年

　34ｋｇ-CO2／ｋB（-8％）

③ 特別管理　 　　 - 9％以下 　2,002㎏／年

　15.6ｋｇ-CO2／ｋB（-8％）

     Ⅱ． 事業活動における環境活動

1.ＰＲＴＲ対象化学物質の適正管理と定期的確認
★ 使用量及びＳＤＳの定期的確認　　

2.自社生産・製品の使用禁止化学物質管理の徹底
★ 「化学物質管理規定」に基づく定期的確認

3.環境法令及び規制要求事項の順守確認
★ 環境関連法規等取りまとめ表（順守評価記録）の確認
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5．2022年度環境経営計画と実施内容
No. 環境負荷項目 今年度目標 実施内容

1. 二酸化炭素排出量の 総量-9％以下 ①CO2排出量の99％を占める電力、

　削減 原単位-8％以下 　灯油の使用量削減に注力する。

1.1 電力使用量の節電 総量-9％以下 ①生産に比例した電力使用量の重点

原単位-8％以下 　取組みに、工程内品質不良の削減。

②セミキュア、ポストキュアの乾燥炉は、

　効率よく使用し、不使用時は電源を切る。

③夏場のエアコンの温度は、下げすぎ

    ないように調整する。（24～25℃）

④ﾃﾞﾏﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾙによる使用電力の運用管理。

1.2 灯油の節約 総量-9％以下 ①冬場の温度設定を上げすぎないように、

原単位-8％以下 　節約に努める。（22℃⇒17.5℃）

（寒い場合は、ウオームビズを心がける）

1.3 ガソリンの節約 総量-9％以下 ①日常の計画的運行でムダを省く。

原単位-8％以下 　　（燃費を考えて運行する）

２. 水使用量の削減 総量-9％以下 ①水は極力少なくし、ムダに使わない。

原単位-8％以下 ②地下水の再利用の推進。

３. 廃棄物、排出量の削減 総量-9％以下 ①ゴミは極力少なくする。

　リサイクルの推進 原単位-8％以下 ・コピー紙は両面を再利用する。

②ゴミの分別をキチンと行う。

・廃棄するときは、分別状況を確認し、

　「廃棄物排出量記録表」に排出量を

　計って正しく記録する。

・分別を徹底し、資源化できる物できない

　物を区分して廃棄処理する。

③汚泥（スラッジ）及び廃ｼﾝﾅｰの再利用

　への取組み。

・産廃処理業者へ脱水汚泥及び廃ｼﾝﾅｰの

　再利用を推進する。

４. 化学物質の使用管理 年1回確認 ①PRTR対象化学物質の含有副資材の

　システムの運用 　抽出と使用量の集計。

②使用化学物質の使用量の集計。

③SDS及びICPデータの定期的見直し。

５. 禁止化学物質管理の 年1回確認 ①「化学物質管理規程」（EA-B01)及び

　徹底 （内部監査時）  　「化学物質管理指針」（ＥＡ-Ｂ05）に

　　基ずく定期的確認。

６. 環境法令及び規制 年1回確認 ①環境関連法規等の取りまとめ表の　

　要求事項の順守確認 （内部監査時） 　遵守評価記録の確認
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Ⅱ．計画の実施（Ｄｏ）
　 ６.環境経営計画に基づき実施した取組み結果

（注）　／KB　：　プリント基板の原単位１千ボード当りを示す

　　1）環境負荷物質管理 　CO2排出係数：中部電力株式会社　2019年　0.426ｋｇ-CO2/ｋWｈ適用

総量 ／ｋB 総量 ／ｋB 総量 ／ｋB 総量 ／ｋB

351,163 2,710 328,933 2,056

-9% -8% -15% -30%

587,045 4,531 612,366 3,827

-9% -8% -5% -22%

27,693 213 27,237 170

-9% -8% -10% -27%

60 0.5 83 0.5

-9% -8% 26% 4%

12,119 94 10,524 66

-9% -8% -21% -36%

980 7.5 815 5

-9% -8% -24% -38%

4,355 34 11,364 71

-9% -8% 137% 92%

2,002 15.6 3800 23

-9% -8% 73% 34%

　　2）事業活動における環境活動 160

１. ＰＲＴＲ対象化学物質の適正管理と定期的確認

★ 使用量及びPRTR物質の定期的確認

２. 自社生産・製品の使用禁止化学物質管理の徹底

★ 「化学物質管理規定」に基づく定期的確認

３. 環境法令及び規制要求事項の順守確認

★ 環境関連法規等の遵守評価記録の確認
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〇

電力

232

第5次実績平均値
（2018～2020）

2022年度目標 2022年度実績
評　　価

2022/4～2023/3 2022/4～2023/3

〇

温室効果ガス
（Kg-CO2）

385,893 2,946 〇 〇

kWh 645,104 4,925 〇

ｶﾞｿﾘﾝ ℓ 66 0.5 ×

30,432灯油 ℓ 〇

×

水使用量 ｍ3 13,318 102 〇 〇

一般廃棄物

排出量 kｇ 1,077 8.2

×

〇

産業廃棄物

産業
廃棄物

kｇ 4,786 37 × ×

〇

特別管理
（廃ｼﾝﾅｰ）

kｇ 2,200 17 ×



6-1：環境負荷推移グラフ
　　　　2022年度 ＣＯ2排出量と排出推移

　　　注） ＣＯ2排出係数：中部電力株式会社 2019年以降　0.426ｋｇ-CO2/ｋWｈ適用

環境負荷推移
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6-2：実施体制（環境活動組織図と各自の役割）

事務局

前処理 印刷 露光 現像

最高責任者 ・環境経営に関する統括責任

（代表取締役社長） ・環境経営システムの実施に必要な資源の準備

・環境管理責任者を任命・実施体制の承認

・環境経営方針の策定・見直し及び従業員への周知

・環境経営目標・環境経営計画書の承認（環境経営レポ－トの承認）

・環境経営計画のレビューと環境方針・目標の見直し

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表の承認及び遵守評価の実施

・環境目標・環境活動計画書の進捗確認と結果を代表者へ報告

・環境経営システムの適合性及び法の遵守等の有効性を確認する

　ために内部監査を定期的に実施する

・環境経営レポートの確認

事務局 ・管理責任者を補佐し、ＥＡ21活動の事務局

・環境負荷及び環境活動取組みの自己チエックの実施

・環境目標、環境活動計画書の策定及び実績集計と報告

・環境関連法規等の取りまとめ表の作成

・環境経営レポートの作成及び公開手配

幹部会議 ・最高責任者、管理責任者、部門責任者及び事務局で構成し、

（部門長会議） 　必要に応じて管理責任者が招集する

・環境関連事項の審議及び環境関連情報の審議・伝達の実施

・環境経営目標及び環境経営計画の進捗管理について協議する

総 務G ・環境負荷物質のデータを収集し、環境負荷算出資料にまとめる

・環境負荷算出資料のデータを環境経営計画表へインプット

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

製 造G ・部門内の目標、環境経営計画の進捗を確認し、記録する

・環境保全活動の実施及び環境問題点の把握と改善

・自部門の従業員に対して環境教育の実施
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スプレー

職　　名 役　　　割

総 務 Ｇ製 造 Ｇ

管理責任者

社 長

幹部会議

品質保証担当

(兼）社長



Ⅲ．取組み状況の確認及び評価（Check)
［改定履歴］

　7-1.環境経営目標及び計画に対する実績 ・計画書制定日：2022年　４月　２０日 *’22.10.20：上期の生産実績を加味して全目標値を

2022年度　環境経営計画表 ・実績記入日　 ：毎月末 　　見直し改定

年/月 22/4 5 6 7 8 9 10 11 12 23/1 2 3 合計

1 温室効果ｶﾞｽ-9％以下  目標値(kg-CO2） 29,264 29,264 29,264 29,264 29,264 29,264 29,264 29,264 29,264 29,264 29,264 29,264 351,168
（単位　Ｋｇ-ＣＯ2） ①ＣＯ2排出の99％を占める電力、灯油の  実績値 26,056 28,161 28,138 30,576 29,337 23,541 27,299 27,279 27,016 27,785 27,890 25,856 328,934

・総ｴﾈﾙｷﾞｰ投入量を 　　削減に注力  達成度 112% 104% 104% 96% 100% 124% 107% 107% 108% 105% 105% 113% 107%
-9％以下に抑制  適合性評価 A A A B A A A A A A A A A

2 省エネルギー化 ①生産量に比例した電力使用量の削減の重点  目標値(kwh） 48,920 48,920 48,920 48,920 48,920 48,920 48,920 48,920 48,920 48,920 48,920 48,920 587,040
　　取り組みに、工程内品質不良の削減を図る。  実績値 53,746 51,359 58,610 63,100 62,337 50,645 53,586 44,405 45,190 46,493 41,895 41,000 612,366
　　品質月次実績管理表にリンクして管理。  達成度 91% 95% 83% 78% 78% 97% 91% 110% 108% 105% 117% 119% 96%
②乾燥炉の効率的な運用を厳守する。  適合性評価 B B B C C B B A A A A A B
③夏場のクーラーの温度を下げすぎないように  目標値（ℓ） 1,615 1,615 1,615 1,615 1,615 1,615 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 27,690
　　調整する。（２１℃⇒２４～２５℃）  実績値 1,268 2,493 1,272 1,483 1,116 789 1,745 3,356 3,116 3,202 4,030 3,367 27,237

④冬場の温度設定を上げ過ぎないよう節約に　  達成度 127% 65% 127% 109% 145% 205% 172% 89% 96% 94% 74% 89% 102%

　　　100＞Ｂ≧80 　　努める。（２２℃⇒１７．５℃）  適合性評価 A C A A A A A B B B C B A

①アイドリングはしない。  目標値（ℓ） 6.1 6.1 6.1 6.1 6.1 6.1 6.1 6.1 6.1 6.1 6.1 6.1 73

②燃費を考えて運転する。  実績値 0 30 0 0 0 0 53 0 0 0 0 0 83

 達成度 100% 20% 100% 100% 100% 100% 12% 100% 100% 100% 100% 100% 88%
 適合性評価 A C A A A A C A A A A A B

3 水使用量　-9％以下 ①水は極力少なくし、ムダに使わない。  目標値（m3） 1,010 1,010 1,010 1,010 1,010 1,010 1,010 1,010 1,010 1,010 1,010 1,010 12,120
　・使用しない時は、水道の蛇口をキチンと閉める。  実績値 965 841 912 880 942 909 974 928 816 824 588 945 10,524
　・水は使用量を調整し、多く流さない。  達成度 105% 120% 111% 115% 107% 111% 104% 109% 124% 123% 172% 107% 115%

　　　100＞Ｂ≧80 ②排水処理水を、作業使用水に再利用。  適合性評価 A A A A A A A A A A A A A

4 一般廃棄物の削減  目標値（ｋｇ） 82 82 82 82 82 82 82 82 82 82 82 82 984

①ゴミは極力少なくする。  実績値 69 66 79 102 53 45 55 65 118 40 45 78 815

②ゴミの分別をキチンと行なう。  達成度 119% 124% 104% 80% 155% 182% 149% 126% 69% 205% 182% 105% 121%

　　　100＞Ｂ≧80  適合性評価 A A A B A A A A C A A A A

5 産業廃棄物の削減 ①分別を徹底し、資源化できる物できない物を  目標値（ｋｇ） 363 363 363 363 363 363 363 363 363 363 363 363 4,356

　　区分して廃棄処理する。  実績値 380 2,959 365 315 2,396 72 409 3,573 66 224 369 236 11,364

②汚泥（ｽﾗｯｼﾞ）の再利用への取組み。  達成度 96% 12% 99% 115% 15% 504% 89% 10% 550% 162% 98% 154% 38%

　　　100＞Ｂ≧80  適合性評価 B C B A C A B C A A B A C

6 特別管理産業廃棄物  目標値（ｋｇ） 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 2,004

①産廃処理業者へ廃シンナーの再利用を促進する。  実績値 0 1,000 0 0 1,200 0 0 1,600 0 0 0 0 3,800

②代替ｼﾝﾅｰの採用可否の検討・推進。  達成度 100% 17% 100% 100% 14% 100% 100% 10% 100% 100% 100% 100% 53%

　　　100＞Ｂ≧80  適合性評価 A C A A C A A C A A A A C

 総合評価 C B C C B C C C C B C B C

灯油・ｶﾞｿﾘﾝ 電力 電力 電力 電力 ガソリン ガソリン 廃棄物 廃棄物 灯油 灯油 灯油 産廃廃棄物

廃棄物 廃棄物 廃棄物 特管廃棄物

◇適合性評価：　A：良好(目標以上の達成）、B：やや不足（80％以上を達成)、C：不適合(達成度が80％未満)　　◇総合適合性評価は、一番達成度の悪い項目の評価を記入する。

注：C判定された場合、直ちに原因を調査し、処置を講ずること。Cが2ヶ月以上(同一項目で）連続すれば是正処置を原則とするが、項目によっては年間評価で見直す必要がある。
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工場長
唐沢

　　　　排出量　-9％以下

　　　　（単位　　ｋｇ／月）

環境負荷の電力使用料の通期での総量評価では目標に対して96％で未達であっ
たが、原単位評価では118％と目標をｸﾘｱｰできた。産廃、特管廃棄物は汚泥及び
廃ｼﾝﾅｰの処分が例年より多かったことが要因であった。

環境管理
責任者

　　　　排出量　-9％以下

　　　　（単位　　ｋｇ／月）

 環境管理責任者の確認評価（毎月行う）
 不適合の内容

 最高責任者の評価コメント(６ヶ月ごとに行う）
上期の生産量は計画比80％で終わったが電力の消費量が計画に対しB評価
で終わった。廃棄物含めて通期での評価に委ねたい。

工場長
唐沢

　　　（単位　　ｍ3／月）

工場長
唐沢

　　　　排出量　-9％以下

　　　　（単位　　ｋｇ／月）

　②灯油使用量-9％以下

工場長
唐沢　　　（単位　　Ｌ／月）

　③ｶﾞｿﾘﾝ使用量-9％以下

工場長
唐沢

　　　（単位　　Ｌ／月）

100＞Ｂ≧80

環境管理
責任者

工場長
唐沢

　①電力使用量－9％以下

 　　　(単位　ｋWｈ／月）

100＞Ｂ≧80

*　環境改善目標
(対5次実績平均値）

具体的施策
*　目　標　と　月　次　実　績

実行責任者



７-１：環境負荷推移グラフ　 2021～2023年度
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７-２．環境経営目標及び計画の取組み結果とその評価

1） 本年は、第6次中期環境活動（2021～2023）の2年目に当たり、当初環境負荷目標は9％UP以下を設定

　　したが、上期の段階で生産量が前年度の90％前後で推移したため、目標値の見直しを図り総量で-9％

　　以下の削減及び原単位評価値ではｰ8％削減と目標値の見直し改定を図った。

2）温室効果ガス（ＣＯ2）の削減率は、電力及び灯油の削減が功を奏し、目標-9％以下に対し総量で-15％

  　減と目標達成することができ、また原単位評価では-30％と目標を大きくクリアーすることができた。

3）電力の使用量は、電力を最も消費するポストキュア炉の温度管理と、社内品質の向上（落とし不良件数、

　　目標値の40％以下）を図り、無駄な電力の消費を抑えたことが功を奏した要因と推察できる。

4）その他の環境負荷である灯油の削減率は、総量及び原単位評価でも大きく目標をクリアーした。これは　　　　　　　　　　　　　　　　

　　冬季の休日における灯油使用設備の凍結防止としての加熱稼働を控えたことが大きく影響している。

5）廃棄物の削減は、産業廃棄物及び特管が目標を大きく乖離してしまったが、これは汚泥及び廃シンナー

　　の一括処理の要因が大である。一方一般廃棄物は目標を大きくクリア－できた。

　目　標
（基準年比　　-

9％以下）

実　績 削減率
（基準年比）

評価
結果

コメント

351,163 328,933 -15% 〇
CO2発生の主要因である電力及び灯

油の使用量の減少により、目標を大
幅にｸﾘｱｰできた。

587,045 612,366 -5% 〇

電力使用量は、当年の生産量が基
準年比16％UPと増加したが、ﾎﾟｽﾄｷｭ
ｱ炉のこまめな電力管理と、空調機
の温度管理を厳しく設定し、かつ社内
品質（落とし件数）向上（目標値の
40％以下）に努めた効果が功を奏し
た。

27,693 27,237 -10% 〇

目標値に対し総量で-10％とまた原
単位評価で-27％と大きく削減出来た
が、これは休日の灯油使用設備の凍
結防止のための稼働を中止したこと
も大きな要因である。

60 83 26% ×
目標に対しては未達であったが、年
間使用量としては十分な使用量で推
移した。

12,119 10,524 -21% 〇

生産量は基準年に対し増加したにも
関わらず、総量及び原単位評価共に
減少した要因を追及し、次年度の目
標値に反映させる。

一般     廃
棄物

980 815 -24% 〇

産業     廃
棄物

4,355 11,364 137% ×

特別管理
物質 2,002 3,800 73% ×

12

廃棄物排出量-9％
以下削減

当期排出量(kg)

生産量は基準年に対し16％UPに対
して、一般廃棄物は目標値を大きくク
リア－した。一方産業廃棄物及び特
管廃棄物は目標を大きく乖離した
が、これは5月、8月及び11月に汚
泥、廃シンナーの一括処理が大きな
要因と推測される。

管理項目
（第５次実績平均値に対して）

温室効果ガス-9％以下削減
当期発生量（Kg-CO2)

電力使用量-9％以下削減
当期使用量（ｋWh)

灯油使用量-9％以下削減
当期使用量（ℓ）

ガソリン使用量9％UP以下削減
当期使用量（ℓ）

上・下水使用量-9％以下削減

当期使用量（ｍ3）



７-３：　次年度の環境経営目標及び環境経営計画

　次年度（’23年）は、第6次（’21～’23）環境活動の最終年度の取組みとして環境負荷項目の総量

及び原単位評価で目標を達成することであるが、環境負荷項目は、生産量に比例する要因が大の

ため、現状の受注動向からは総量及び原単位目標値を本年度（2022年）の実績値を加味して個別

評価値を採用する。

その為には本年度の受注生産状況を分析して、次年度の受注予測精度を高めることが肝要である。

Ⅰ．2023年度環境経営目標及び環境経営計画

　CO2排出係数：中部電力株式会社　2019年　0.426ｋｇ-CO2/ｋWｈ適用 （注） ：/KB：ﾌﾟﾘﾝﾄ基板の原単位１千ﾎﾞｰﾄﾞ当り

総量 ／ｋB 総量 ／ｋB

355,022 2,769

-8% -6%

593,496 4,630

-8% -6%

27,997 218

-8% -6%

61 0.5

-8% -6%

12,253 96

-8% -6%

991 7.7

-8% -6%

4,403 35

-8% -6%

2,024 16.0

-8% -6%

Ⅱ．事業活動における環境活動

１. ＰＲＴＲ対象化学物質の適正管理と定期的確認

◇ 使用量及びＳＤＳの定期的確認

２. 自社生産・製品の使用禁止化学物質管理の徹底

◇ 「化学物質管理規定」に基づく定期的確認

３. 環境法令及び規制要求事項の順守確認

◇ 環境関連法規等の遵守評価記録の確認
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第5次実績
（2018～2020）

平均値

2023年度 （第5次実績平均値に対して）

環境経営目標
環境経営計画

温室効果ガス
（Kg-CO2）

385,893 2,946
・ＣＯ2排出量の99％を占める電力、灯油の

削減に注力する。

水使用量 ｍ3 13,318 102
・節水型の水栓用具を使用しﾑﾀﾞに使わない
・地下水の再利用の推進
（排水処理水を作業使用水に再利用）

電力 ｋWh 645,104

灯油 ℓ
・冬場の室内温度設定を上げ過ぎないように
努める（22℃⇒17.5℃）

30,432 232

4,925
・工程内品質向上による電力ロスの削減
・夏場のエアコン、温度24～25℃設定
･既存設備の省エネタイプへの切換え（ｴｱｺﾝ等）

産業
廃棄物

ｋｇ 4,786 37
・分別を徹底し、資源化できる物できない物を
区分して廃棄処理する
・産廃処理業者に汚泥（ｽﾗｯｼﾞ）の再利用の推進

ｶﾞｿﾘﾝ ℓ 66

8.2
・ゴミの発生を極力抑える
・コピーは両面を再利用する
・ゴミの分別を徹底し再資源化に努める

0.5
・日常の計画的運用でムダを省く
（燃費を考えて運行する）
・アイドリングストップに心掛ける

特別管理 ｋｇ 2,200 17
・産廃処理業者へ廃ｼﾝﾅｰの再利用を推進
・代替ｼﾝﾅｰの採用可否の検討・推進

一般
廃棄物

ｋｇ 1,077



8.　2022年度　環境関連法規等遵守記録
　当社が遵守する環境関連法規の遵守状況をチェックしたところ、現在及び過去３年間問題ないことを

確認しました。また、関係機関からの指摘や周辺住民からの苦情等はなく、訴訟もありませんでした。

区　分 名  　 称 遵守評価

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

毒物又は劇物の譲渡手続き及び記録の保管（5年間） ○

特定化学物質の排出量の
把握及び管理の改善促進
（PRTR法）

○

RoHS指令／ＲＥＡＣＨ規制 ○

危険物
（シンナー等）

消防法
上伊那広域連合火災予防条例

○

○

○

　　　　　　　14

冷凍冷蔵機
器・業務用
エアコン

フロン排出抑制法
・機器の設置に関する義務
・機器の使用に関する義務
・機器の廃棄に関する義務

・全ての機器の簡易点検実施。更に一定規模の機器は
専門的な定期点検実施
・フロン類の漏えいが見つかった際、修理を実施、修理
しないでフロン類を充填することは原則禁止
・機器の点検・整備の履歴は機器毎に記録簿に記録・
廃棄まで保管

○

・EUにおいて重金属や臭素系難燃剤の使用を規制
・高懸念物質（ＳＶＨＣ）に指定された物質の使用禁止

危険物貯蔵所、取扱所設置の届出

騒音・振動

騒音規制法
振動規制法
箕輪町公害防止条例　　第4節、
第29条：騒音発生施設の届出

・騒音発生施設の届出
・コンプレッサー４台保有の特定施設の届出

・騒音発生施設等の変更の届出等

化学物質

労働安全衛生法
（有機溶剤中毒予防規則）

有機溶剤の取扱所の掲示

有機溶剤作業責任者の選任

有機溶剤取扱い職場に局所排気装置等の設置義務

毒物及び劇物取締法
（硫酸など）

容器への表示、保管施設の表示

・化学物質の環境への排出量・移動量の届出
・化学物質の管理と排出や管理の状況等の理解増進

廃棄物 廃棄物処理法

廃棄物置場の保管基準の順守

産業廃棄物の委託契約の締結と認定書の保管

産業廃棄物マニフェストを収集運搬／処分委託の
都度交付し回収する

産業廃棄物管理票交付等状況報告の提出
（毎年6月30日まで）

特別管理産業廃棄物管理責任者選任・報告

要求事項

水　質

水質汚濁防止法
箕輪町公害防止条例
第2節：水質汚濁に関する規則
第10条：特定施設の設置の届出

酸により表面処理施設保有の特定施設の届出

外部機関による水質測定と記録の保管（3年間）及び
構造等に関する基準遵守義務



 Ⅳ.全体の評価と見直し（Act)
　 　９．代表者による評価と見直し・指示

１. 環境経営目標の達成状況

①当年は第6次中期計画の2年目に当たり、環境経営目標を第5次の平均値を基準として

　立案したが、上期の環境負荷目標対実績値に乖離が見られたので目標値を見直した。

　特に生産量の影響が使用エネルギーの増減に関係しＣO2排出量、電力使用量、廃棄

　物排出量及び水使用量の増減に大きく影響しないよう前期実績を加味して見直した。

②2022年度は環境経営目標に対して、生産量の影響を見直した結果、温室効果ガス

　及び水使用量が総量でクリアーできたが、電力使用量は総量で目標未達で終わった。

　この要因は、上期段階で基準年（第5次平均値）の生産量の16％UPの生産量で推移

　したことが目標に大きく影響したと推測される。但し、原単位評価では目標-8％に対し

　-22％とまずまずの結果が得られた。

２. 環境経営計画の実施状況

①第6次中期計画は、コロナ感染禍中及びロシアのウクライナ侵攻問題と経済環境も

　見通しの定め難い状況下での環境経営計画及び目標値を設定し取り組んだものの、

　上期段階で生産受注量が目標値を上回り、その結果当初の目標値を見直し改定する

　こととなった。

　次年度には、生産受注量の見極めと併せて、総量と原単位評価及び環境負荷の個別

　評価基準の見直しを図ること。

②環境負荷の大半は、生産量に連動してはいるものの、生産量には関係なく固定化され

　た領域も多分に含まれている電力及び灯油等の削減には、より一層の改善活動を展開

　すること。

　その施策の一つに、電力使用量の見直しとして既存の設備機器の更新にエアコン及び

　冷蔵庫等、数台の入替えを実施中。

３. 環境関連法規の遵守状況

　環境関連法規等の動向を注視し、確実に対応していくこと。

４. 第6次中期計画の2年目に対して、環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの見直しの必要性

1） 環境経営方針　　：変更なし

2） 環境経営目標　　：生産量の推移を加味した目標を策定すること。

3） 環境経営計画　　：生産量の推移を加味した計画を策定すること。

4） 環境経営体制　　：変更なし
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